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第１０５期 新入社員研修を開催 
 ４月４日から９日までの６日間、新入社員研修を実施いたしました。通常は複数のオイスカ会員企業様から新入社員

を預かり実施していますが、コロナ感染防止対策のため、昨年に続き、太啓建設株式会社 1社に限定して研修を実施し

ました。 

今回の参加者は１６名。「万事研修」の方針のもと、３班に分かれて研修を開始しました。１日目は、学生から社会人

への意識の転換と組織のあり方を学ぶため規律訓練を重点的に行います。２日目・３日目、新入社員研修基礎研修と称

し、中部企業教育研究会代表の松石裕就講師による研修。終日、新入社員に必要なビジネスマナー、コミュニケーショ

ンを学びます。３日目・４日目はトイレ掃除の研修、鶏の解体実習、農業実習と体験から学び、5 日目にオイスカ研修

の集大成である野外総合実習を実施。6日目にグループ討議など研修のまとめをしました。 

今年もコロナ影響により、海外研修生との交流は実現できませんでしたが、来年は、より多くの会員企業様から新入

社員を預かり、オイスカならではの研修の機会を提供してまいります。           

小杉裕一郎（筆） 
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研
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小
杉
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今
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

戦
争
犯
罪
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
残
酷
で
あ
り
ま
す
。 

日
本
で
も
深
刻
な
状
況
を
す
べ
て
の
マ
ス
コ
ミ
が
ト
ッ
プ
で
取

り
上
げ
、
日
々
刻
々
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
首
都
キ
ー
ウ
周
辺
で
は

町
が
墓
場
に
な
っ
て
い
て
、
殺
さ
れ
た
遺
体
に
地
雷
が
仕
掛
け
ら

れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
軍
も
人
と
し
て
の
心

が
あ
る
な
ら
絶
対
で
き
な
い
は
ず
で
す
。 

今
後
停
戦
に
な
っ
て
も
戦
争
の
爪
痕
は
永
く
生
々
し
く
残
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
し
、
そ
の
復
興
に
は
莫
大
な
時
間
と
お
金
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
人
の
心
に
安
寧
と
安
ら
ぎ
が
戻
る
の
は

い
つ
の
日
で
し
ょ
う
か
。 

２
０
世
紀
は
戦
争
が
続
き
、
暗
い
世
紀
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
第

２
次
世
界
大
戦
後
は
そ
れ
を
反
省
し
て
２
１
世
紀
は
世
界
が
１
つ

に
な
っ
て
、
平
和
で
安
心
安
全
な
世
紀
と
な
る
よ
う
に
誰
も
が
望

ん
で
き
た
は
ず
で
す
。 

日
本
が
で
き
る
こ
と
は
、
国
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
積
極
的
な

支
援
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
民
一
人
一
人
か

ら
の
支
援
も
必
要
で
す
。 

私
た
ち
は
オ
イ
ス
カ
の
理
念
に
賛
同
し
て
、
会
員
と
し
て
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
オ
イ
ス
カ
は
人
づ
く
り
や
環
境
問
題
を
通

し
て
国
際
協
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
究
極
の
目
的
は
世
界
平
和
で

す
。 今

そ
の
世
界
が
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
で
き
る

こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
人
道
支
援
を
す
る
こ
と
で
す
。
オ

イ
ス
カ
本
部
と
し
て
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
避
難
民
の
受
け
入
れ
を
表

明
し
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

 

愛
知
県
支
部
は
会
員
の
皆
様
に
人
道
支
援
に
関
す
る
募
金
を
切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
苦
し
み
、
困
っ
て
い
る
人

た
ち
に
会
員
各
位
様
の
尊
い
浄
財
で
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
募
金
の
目
標
時
期
を
９
月
末
と
し
、
１
０
月
１
１
日

オ
イ
ス
カ
デ
ー
で
本
部
中
野
理
事
長
に
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
各
推

進
協
議
会
で
ま
と
め
て
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

 



 

 

 オイスカ友の会が「桃の袋掛け」ボランティア 
  

5月２４日、オイスカ農場桃畑にて、オイスカ友の会会員１５名が 

参加し、「桃の袋掛け」作業がおこなわれました。友の会恒例行事と 

して定着してきた作業は、今回職員に加え、２年ぶりに入国した 

農業研修生も一緒に作業が進められ、１０００個以上の実に袋を 

かけていきました。本来の姿を久しぶりに見ることができました 

現在桃の木は３０本あり、老木化しているため、年々収量は減少 

していますが、２０１９年に桃の苗木を４０本植えているため、 

２～３年後には、収穫の年を迎えることでしょう。最後にオイス 

カ友の会・佐藤鋹弘会長より中部センターに対して５万円の寄付金 

の贈呈を受けました。友の会の皆さま、ご支援いただきありがとう 

ございました！！ 

           筑田 昭雄（筆） 

 

                             

                             

                             

                             

 

 

東名古屋推進協議会発足式開催 
 

4/4（月）夕方より名古屋東急ホテルにて名古屋東推進

協議会の「発会式」を行いました。この日は愛知県支部、

センター、近隣推進協議会の皆様、そして名古屋東の会員

もご多忙の中、お集まりいただき参加者 40 名を超える盛

大な発会式ができたこと改めて関係者各位に御礼申し上

げます。 

当会の馬渕会長の挨拶で始まり、支部の光岡会長、神野

評議員に熱いご挨拶を賜りました。この日は名古屋東の会

員が集まっての初会合。私も含めオイスカを理解していな

い人も多く発会式は「オイスカとは」の説明を主としまし

た。 

オイスカ人材育成部 浅野様からは概要、沿革、活動内容、

オイスカボランティア生 坂下様からはオイスカの魅力

についてパワーポイントを用いてわかりやすく説明して

いただきました。 

続いての懇親会では、当会の鈴木敦史副会長の活気あふれ

る乾杯を皮切りにそれぞれが懇親を深めました。 

ご参加いただいた支部副会長、近隣推進協議会の皆様の

ご挨拶に続き、名古屋東の会員も自己紹介。オイスカを通

じて日本にそして国際社会に貢献をしたいという想い。 

名古屋東の会員は経営者層が多く、リクエストからオイス

カの行っている実習生、研修生制度にも諸先輩から多くの

ご説明をいただくことができました。 

初めての会合ではありましたが、参加者皆様がこれから

熱意をもってオイスカの活動を行っていく未来が見えた。

そんな発会式になったように感じています。 

オイスカ名古屋東 推進協議会 事務局長 金森智浩 

 

 

令和４年度 豊田推進協議会 総会 
                            

令和４年４月２２日（金）にオイスカ豊田推進協議

会の総会が行われ、いよいよ令和４年度の活動が始動

いたしました。役員では２０年以上に渡り豊田推進協

議会をリードし続けられた光岡保之会長が職を退か

れ相談役に就任されたこと、長きに渡りオイスカ活動

に尽力された加藤みつ子副会長が退任されたことは

寂しい限りですがお二人のご功績に心から感謝しお

礼を申し上げます。新会長として浅学非才な私をご承

認いただきました。ベテランの役員さん、そして新た

にお迎えした新進気鋭の役員さん方のお力をお借り

して任を務めてまいりますのでどうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 さて、今年度の事業の力点は、オイスカへのボラン

ティア活動です。オイスカ 10 か年計画で策定された

生産収入倍増に参画するために原則月 1回の「ボラン

ティアデー（午前中）」を実施いたします。ボランテ

ィア活動は人手不足のオイスカ職員を支援するとと

もに梅園の管理、収穫、加工や昨年植樹した栗・レモ

ンの苗木の手入れを行うことで将来的農業生産を倍

増させることに繋げます。また、一人でも多くの会員

さんにオイスカにお越しいただき共に活動されるこ

とも目的としています。参加希望はオイスカまでお願

いいたします。今後、季節に応じた作業を計画いたし

ますので是非ご参加ください。 

豊田推進協議会 会長 梅村清春 

 

 

 



 

 

 
 
 

 

                            

                             

                             

                             

 

 

 

           

    

 ５ 月 研 修 生 の 活 動 グ レ ゴ リ ー （ 筆 ） 

技能実習生続々入国        
 

長い新規入国ビザの凍結期間が解け、中部センター

にも技能実習生が入国し始めました。現地で就職もで

きず、日本へのビザもいつ下りるかわからず、現地で待

機していた技能実習生達、日本でお待ちいただいてい

た受け入れ企業様、私たちスタッフも喜びひとしおで

す。センターが一気ににぎやかになりました。技能実習

生たちが企業へ出て行く前の大切な１～２か月、スタ

ッフ全員全力で指導していきます！中部センターサポ

ーターの皆さま、支援バディーを引き続き募集してお

ります。土曜午後～日曜祭日、２，３時間のコーヒーブ

レイクタイムにぜひ技能実習生の夢を聞きだしたり、

日本事情について語っていただけたりする‘生’日本会

話のご協力ぜひお願いいたします！ 

                      宗像ジュイエ（筆） 

 

 

 

 

サツマイモ植え付けボランティア 
  

５月２１日(土)、愛知県支部の呼びかけでサツマ

イモの植え付け作業を行いました。光岡会長をはじ

めとする支部・豊田推協役員とセンターのスタッ

フ、技能実習生など約６０名で行われました。 

 これはセンターで収穫される野菜などの収量と生

産収入倍増計画の一環とオイスカ野菜のブランド化

を目的に行われましたが、センターの人手は限られ

ているため、何日かボランティアの日を設けて農作

業のお手伝いをしてくださっています。 

 今回はサツマイモの植え付けを 3,000本行いまし

た。日頃お忙しい役員さんですが、技能実習生と交

流しながら楽しく植え付けをされたと思います。秋

の収穫が楽しみですが、収穫ボランティアをお願い

する際にはぜひよろしくお願いいたします。 

 また、5月 28日(土)には豊田推協の役員さんと会

員さん約 15名で去年植栽した栗の木とレモンの木の

周辺の草刈りボランティアをしてくださいました。 

大勢のご参加本当にありがとうございました。そし

て、植え付け作業お疲れ様でした。 

           安東幸太郎（筆） 

   

ニコさん田植え 
ジェロムさん田植え ロンさんキュウリをうえます モーさんが田植えきを洗います 

筑田先生からはたけ 

仕事の説明 

 

ズッキ―ニのかんり 

 

トマトのユウインです ニコさんトラクターでロータリー 
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み

や
こ
や
、
三
輪
宮
子
、
株
式
会
社 

名
洲
電
機
、
北

川
秀
子
、
長
尾
彰
人
、
学
校
法
人 

む
つ
み
学
園 

扶
桑
幼
稚
園
、
有
限
会
社
マ
イ
ワ
ー
ク
ス
、
松
浦

邦
彦
、
勝
建
設 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

尾
北 

西
尾
（
１
／
３
５
）
村
松
明 

碧
南
高
浜
（
１
／
５
８
）
株
式
会
社 

ジ
ェ
ネ
ッ

ク
ス 

 

 

寄
付
品 

中
野
良
之(

静
岡
県
湖
西
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

門
池
千
尋(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

三
好
製
作
所(

み
よ
し
市) 

豊
田
汽
缶 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

矢
作
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

清
水 

孝
江(

豊
田
市) 

松
石
裕
就(

名
古
屋
市) 

角
田
豊
秋(

宮
城
県
仙
台
市) 

河
合
利
彦(

み
よ
し
市) 

打
田
和
治(

名
古
屋
市) 

  

ベ
ル
マ
ー
ク 

中
村
さ
と
子(

高
浜
市) 

塩
谷
泰
羊(

み
よ
し
市) 

清
水 

孝
江(

豊
田
市) 

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ワ
リ
ヤ(

半
田
市) 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

坂
下
瑞
萌(

岡
崎
市) 

中
村
さ
と
子(

高
浜
市) 

谷
澤
肱(

豊
田
市) 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

書
き
損
じ
は
が
き 

光
岡
正
和(

豊
田
市) 

鈴
木
康
予(

豊
田
市) 

 

 

新
入
会
（
法
人
） 

株
式
会
社 i&f

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

名
古
屋
市) 

協
同
組
合
愛
知
労
務
協
会 

常
滑
事
務
所(

常
滑
市) 

株
式
会
社 

笑
福(
名
古
屋
市) 

三
登
建
設 

株
式
会
社(
豊
田
市) 

株
式
会
社 

東
祥(

安
城
市) 

医
療
法
人
静
心
会 

桶
狭
間
病
院
藤
田
こ
こ
ろ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー (

豊
明
市) 

井
高
建
築 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

 

農
業
担
当
職
員
着
任
と 

農
業
研
修
生
来
日 

 
新
し
く
農
業
担
当
職
員
と
し
て
ロ
ン
さ
ん

が
着
任
し
ま
し
た
。
ま
た
新
し
く
農
業
研
修

生
が
来
日
し
て
実
務
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

ロ
ン(

フ
ィ
ジ
ー) 

農
業
指
導
員
コ 

ー
ス
で
２
年
間 

(2018
～2019) 

中
部
セ
ン
タ
ー 

に
在
籍
し
て
い 

ま
し
た
。
５
月 

１

日

に

入

国

し
、
こ
れ
か
ら
は
職
員
と
し
て
研
修
生
の

指
導
に
あ
た
り
ま
す
。 

ジ
ェ
ロ
ム(

フ
ィ
リ
ピ
ン) 

ル
ソ
ン
島
の
ヌ 

エ
バ
エ
シ
ハ
出 

身
で
す
。
有
機 

農
業
の
勉
強
を 

頑
張
り
ま
す
。 

 

ニ
コ(

フ
ィ
ジ
ー) 

フ
ィ
ジ
ー
研
修 

セ
ン
タ
ー
で
２ 

年
間
研
修
を
受 

け
ま
し
た
。
中 

部
セ
ン
タ
ー
で 

も
２
年
間
研
修 

予
定
で
す
。 

モ
ー(

ミ
ャ
ン
マ
ー) 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の 

セ
ン
タ
ー
で
は 

稲
作
担
当
で
し 

た
。
日
本
で
も 

稲
作
の
勉
強
を 

頑
張
り
ま
す
。 

 

 

更
新
会
員
名
簿
（
続
き
） 

セ
ン
タ
ー
（
９
／
４
６
）
清
水
泰
弘
、
有
限
会
社 

大
侑
、
大
嶋
勲
夫
、
社
会
福
祉
法
人 

愛
光
園 

三
重
（
３
／
２
５
）
加
藤
信
子
、
竹
尾
博
光
、
中
村

久
雄 

（
４
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 

 

   


